
「中央大学における障害学生支援に関するガイドライン 合理的配慮の手続きフロー図」

学生 一次相談窓口
学部事務室、大学院事務室、
専門職大学院事務課、通信教
育部事務室
ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｾﾝﾀｰ（障害学生等
支援室）
学生相談課、都心学生生活課
保健センター

合理的配慮の
申請

合理的配慮の
検討

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｾﾝﾀｰ事務室、学生相談課
または都心学生生活課へ申請（そ
の他の校地では、相談窓口で書類
を整えて学生相談課またはﾀﾞｲﾊﾞｰ
ｼﾃｨｾﾝﾀｰ事務室へ）
両事務室は申し出た学生の聞き取
りをして、結果を学事・社会連携
課へ

障害学生支援検討委員会（以下、
委員会）にて検討（委員会事務
局：学事・社会連携課）
※委員会はダイバーシティセン
ターに調査・検討を委託すること
ができる（実質的検討は障害学生
等支援部会にて行う）

学部等への
伝達

学部事務室、大学院事務室、専門
職大学院事務課、通信教育部事務
室（以下、学部等）へ検討結果を
伝達
学部等から学生へ連絡する

学生

異議の
申し立て

異議の申し立てを学事・社会連携
課で受け付ける
※実際の申し立ては、学部等を経
由して行われることが想定される

合理的配慮の
再検討

委員会にて再度検討（委員会事務
局：学事・社会連携課）
※委員会はダイバーシティセン
ターに調査・検討を委託すること
ができる（実質的検討は障害学生
等支援部会にて行う）
結果を学部等へ伝達する

学部等への
伝達

学部事務室、大学院事務室、専門
職大学院事務課、通信教育部事務
室へ検討結果を伝達
学部等から学生へ連絡する

学生

苦情の
申し立て

ハラスメント防止啓発支援室
へ申し立て

申し立て
内容の検討

ハラスメント委員会による事実
の確認及び指導
※ 学長はハラスメント委員会
委員長の意見を受けて、（学
外）第三者委員会を設置するこ
とができる
ハラスメント防止啓発支援室を
経由して回答

学生
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